
生
活
者
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、ま
ず「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

次
に
、家
庭
で
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出
す

「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、こ
の「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
つい
て
、

そ
の
代
表
で
あ
る
発
電
を
中
心
に

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
者
に
も
取
り
組
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り

 

第
九
講
　

Supervised b
y Shim

o
da Yo

shiyuki,
text b

y To
hm

a Kiyo
shi

Lectures on Energy

家
庭
や
地
域
の
創
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座 

暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

下
田 

吉
之 

監
修
　
大
阪
大
学
大
学
院
教
授

　
当
麻 

潔
　
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所
研
究
員

54CEL March 201455 CEL March 2014

再生可能エネルギーの導入促進の
ために、「再生可能エネルギー固
定価格買取制度」が2012年7月よ
りスタートした。買取価格や買取
期間は、電源ごとに、事業が効率
的に行われた場合に必要となるコ
ストをもとに適正な利潤等を勘案
し、中立的な「調達価格等算定委
員会」の意見も参考にして決めら
れる。設備利用率とは、発電設備
の最大出力値に対して、実際に発
電した発電量の比率を表す指標の
こと。（右のデータは2013年度。
出典：資源エネルギー庁「再生可
能エネルギー固定価格買取制度ガ
イドブック」等）

Table 1

再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）のあらまし

※調達価格（円/kWh：税込）

※ 買取期間調達価格電源 調達区分 設備利用率
10kW以上
10kW未満（余剰買取）
10kW未満（W発電・余剰買取）

37.80円
38.00円
31.00円

25.20円
30.45円
35.70円
40.95円
40.95円
33.60円
25.20円
17.85円
17.85円
13.65円

23.10円
57.75円
27.30円
42.00円

20kW以上
20kW未満
1.5万kW以上
1.5万kW未満
1,000kW以上30,000kW未満
200kW以上1,000kW未満
200kW未満

下水汚泥
家畜糞尿
未利用木材
一般木材
一般廃棄物
下水汚泥
リサイクル木材

ガス化

固形燃料燃焼

太陽光Solar

風力Wind

地熱Geothermal

小水力Hydro

バイオマスBiomass

ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
地
域
活
性
化
に
も

役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、
市
民
の
出
資
に
よ
り
、
各
地
に
、
太
陽
光
発
電
所
、

風
力
発
電
所
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
水
力
発
電
所
等
が
建
設
さ
れ
、
２

０
１
３
年
３
月
末
で
約
２
３
０
０
万
kW
が
設
備
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
策
と
し
て
自
宅
や
市
民
・
地
域
共

同
発
電
所
で
の
創
エ
ネ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
他
に
、
近
い
将
来
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気

を
選
択
し
て
購
入
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
電
力
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
６

年
に
は
一
般
家
庭
で
も
電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
改
革
に
よ
り
、
従
来
の
電
力
会
社
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
風
力
発
電

や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
発
電
し

て
い
る
新
電
力
会
社
か
ら
の
電
力
購
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
（Chart 1

）。

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の
電

力
安
定
供
給
の
危
機
を
契
機
に
、
大

規
模
集
中
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

補
完
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
需
要
家
が
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る
創
エ
ネ
は
ま
さ
に
分
散
型

で
す
。
電
気
を
創
る
創
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
半
分
以
上
を
熱
需
要
が
占
め
る
こ
と
か
ら
見
て
、
熱
を
創
る
創
エ
ネ
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
、
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て

お
り
、
創
エ
ネ
が
自
宅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
私
た
ち
は
、
自
ら
自
宅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

り
出
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
選
び
、
自
助
・
公
助
・
共
助
そ
し
て
互
助
に
よ
る
停
電
時
や
災
害

時
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
、

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
も
の
で
す
。

　
生
活
者
自
ら
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

創
り
出
す
「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
創

エ
ネ
）」
の
代
表
は
発
電
で
す
。
家

庭
で
創
る
電
気
は
分
散
型
電
源
で
あ
り
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の

電
力
不
足
対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
生
活
者
が
家
庭
で
で
き
る
創
エ
ネ
は
２
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
太
陽
光
発
電
」
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
濃
縮
し
て
利
用
す
る
創
エ
ネ
。
２
つ
目
は
、「
燃
料
電
池
」

な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
、
沿
岸
部
の
大
規
模
火
力
発

電
所
で
は
今
ま
で
海
へ
捨
て
て
い
た
排
熱
を
、
家
庭
で
は
そ
の
場
で
有
効

利
用
す
る
も
の
で
、
す
な
わ
ち
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
価
値
化
し
、
電
気

と
熱
を
利
用
す
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
光
発
電

　
太
陽
光
発
電
は
、
発
電
時
にCO

2

の
排
出
や
騒
音
が
な
い
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
容
易
、
長
寿
命
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
天
候

や
日
照
に
左
右
さ
れ
出
力
が
不
安
定
、
夜
間
は
発
電
し
な
い
、
発
電
効
率

が
７
〜
18
％
と
低
く
、
製
造
コ
ス
ト
が
高
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
補
助
金
や
固
定
価
格
買
取
制
度
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
家
庭
で

最
も
導
入
さ
れ
て
い
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
に
は
、
集
熱
器
と
お
湯
を
た貯

め
る
部
分
が
完
全

に
分
離
し
て
い
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
、
集
熱
器
と
お
湯
を
貯
め

る
部
分
が
一
体
化
さ
れ
た
「
太
陽
熱
温
水
器
」
が
あ
り
ま
す
。
天
候
や
日

照
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は
40
〜
60
％
と
高
く
、
家
庭
の
熱
需
要
の
省
エ
ネ
推
進
の
た
め
今
後

さ
ら
な
る
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用

　
家
庭
で
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
し
て
、
庭
や
近
隣

で
発
生
す
る
せ
ん剪

　て
い定

　し枝
等
を
燃
料
と
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
は
、
燃
焼
に
よ
りCO

2

は
発
生
し
ま
す
が
、
樹
木
は
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
浴
び
て
成
長
す
る
過
程
で
同
量
のCO

2

を
吸
収
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
え
ま
す
。
剪
定
枝
等
を
使
用

し
た
ま
き薪

ス
ト
ー
ブ
は
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

体
が
温
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
燃
え
る
炎
に
心
も
温
ま
り
ま
す
。

地
中
熱
利
用

　
地
中
熱
は
、季
節
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
一
定（
地
下
10
ｍ
で
約
18
℃
）で
あ
り
、

夏
は
冷
熱
源
、
冬
は
温
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

燃
料
電
池
な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
大
規
模
火
力
発
電
所
で
は

発
電
時
に
捨
て
て
し
ま
う
発
電
時
の
熱
を
、
家
庭
で
給
湯
や
暖
房
に
利
用

す
る
（
＝
経
済
的
価
値
を
付
け
る
）
こ
と
が
で
き
る
高
効
率
な
分
散
型
シ

ス
テ
ム
で
す
。
燃
料
電
池
の
総
合
熱
効
率
（
発
電
＋
熱
利
用
）
は
85
％
と

高
く
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
三
講
﹇
１
０
２
号
74
頁
﹈
参
照
）、
大
型
火

力
発
電
所
に
匹
敵
す
る
発
電
効
率
を
達
成
す
る
研
究
開
発
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
の
創
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
貯
め
る
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
蓄
エ

ネ
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
と
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
発
揮
で
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
、
無
駄
な
く

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
蓄
エ
ネ
で
は
、
熱
に
関
し
て
は
燃
料
電
池
や
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
で
で
き
た
お
湯
を
貯
湯
槽
に
溜
め
、
お
風
呂
の
給
湯

な
ど
使
い
た
い
と
き
に
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
太
陽
光
発
電
や
燃
料
電

池
で
創
っ
た
電
気
が
余
っ
た
場
合
は
、家
庭
用
蓄
電
池
や
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
の
電
池
に
貯
め
、

自
動
車
の
動
力
に
す
る
ほ
か
、
雨
天
や
夜
間
の
太
陽
光
発
電
が
で
き
な
い

と
き
な
ど
に
使
い
ま
す
。
蓄
エ
ネ
は
、
停
電
時
の
備
え
、
節
電
・
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
、
充
放
電
時
や

蓄
熱
時
の
ロ
ス
の
低
減
、
寿
命
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
回
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
獲
得
で
き
た
際
に
は
、
近
隣
に
お
す
そ
分

け
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
が
で
き
れ
ば
、
蓄
エ
ネ
の
よ
う
な
ロ
ス
が
発
生

せ
ず
、
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
７
月
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
の
た
め
に
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
を

電
力
会
社
が
決
め
ら
れ
た
価
格
で
長

期
に
買
い
取
る
制
度
で
、
電
力
会
社
が
買
い
取
る
コ
ス
ト
負
担
分
は
電
気

の
利
用
者
全
員
か
ら
ふ
　
か
賦
課
金
と
い
う
形
で
集
め
ら
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、「
太
陽
光
」、「
風
力
」、「
小
水
力
（
３
万
kW

未
満
）」、「
地
熱
」、「
バ
イ
オ
マ
ス
」
の
５
種
類
で
す
（T

able 1

）。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
長
期
に
安
定
的
な
収
入
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
市
民
が
出
資
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
発
電
所
（
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
）
を
建
設
し
、
地
域
で
創
エ
ネ
ル

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

家
庭
に

お
け
る

創
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
濃
縮
タ
イ
プ

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
値
化
タ
イ
プ

Type 1

Type 2
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10年

20年

20年

15年

20年

20年

12%

20%

80%

60%

80%
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ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
地
域
活
性
化
に
も

役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、
市
民
の
出
資
に
よ
り
、
各
地
に
、
太
陽
光
発
電
所
、

風
力
発
電
所
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
水
力
発
電
所
等
が
建
設
さ
れ
、
２

０
１
３
年
３
月
末
で
約
２
３
０
０
万
kW
が
設
備
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
策
と
し
て
自
宅
や
市
民
・
地
域
共

同
発
電
所
で
の
創
エ
ネ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
他
に
、
近
い
将
来
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気

を
選
択
し
て
購
入
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
電
力
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
６

年
に
は
一
般
家
庭
で
も
電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
改
革
に
よ
り
、
従
来
の
電
力
会
社
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
風
力
発
電

や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
発
電
し

て
い
る
新
電
力
会
社
か
ら
の
電
力
購
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
（Chart 1

）。

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の
電

力
安
定
供
給
の
危
機
を
契
機
に
、
大

規
模
集
中
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

補
完
す
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
需
要
家
が
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る
創
エ
ネ
は
ま
さ
に
分
散
型

で
す
。
電
気
を
創
る
創
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
半
分
以
上
を
熱
需
要
が
占
め
る
こ
と
か
ら
見
て
、
熱
を
創
る
創
エ
ネ
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
、
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て

お
り
、
創
エ
ネ
が
自
宅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
私
た
ち
は
、
自
ら
自
宅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創

り
出
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
選
び
、
自
助
・
公
助
・
共
助
そ
し
て
互
助
に
よ
る
停
電
時
や
災
害

時
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
、

少
し
で
も
貢
献
し
た
い
も
の
で
す
。

　
生
活
者
自
ら
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

創
り
出
す
「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
創

エ
ネ
）」
の
代
表
は
発
電
で
す
。
家

庭
で
創
る
電
気
は
分
散
型
電
源
で
あ
り
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
の

電
力
不
足
対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
生
活
者
が
家
庭
で
で
き
る
創
エ
ネ
は
２
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
太
陽
光
発
電
」
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
濃
縮
し
て
利
用
す
る
創
エ
ネ
。
２
つ
目
は
、「
燃
料
電
池
」

な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
、
沿
岸
部
の
大
規
模
火
力
発

電
所
で
は
今
ま
で
海
へ
捨
て
て
い
た
排
熱
を
、
家
庭
で
は
そ
の
場
で
有
効

利
用
す
る
も
の
で
、
す
な
わ
ち
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
価
値
化
し
、
電
気

と
熱
を
利
用
す
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
光
発
電

　
太
陽
光
発
電
は
、
発
電
時
にCO

2

の
排
出
や
騒
音
が
な
い
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
容
易
、
長
寿
命
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
天
候

や
日
照
に
左
右
さ
れ
出
力
が
不
安
定
、
夜
間
は
発
電
し
な
い
、
発
電
効
率

が
７
〜
18
％
と
低
く
、
製
造
コ
ス
ト
が
高
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
補
助
金
や
固
定
価
格
買
取
制
度
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
家
庭
で

最
も
導
入
さ
れ
て
い
る
創
エ
ネ
で
す
。

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
に
は
、
集
熱
器
と
お
湯
を
た貯

め
る
部
分
が
完
全

に
分
離
し
て
い
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
、
集
熱
器
と
お
湯
を
貯
め

る
部
分
が
一
体
化
さ
れ
た
「
太
陽
熱
温
水
器
」
が
あ
り
ま
す
。
天
候
や
日

照
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は
40
〜
60
％
と
高
く
、
家
庭
の
熱
需
要
の
省
エ
ネ
推
進
の
た
め
今
後

さ
ら
な
る
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用

　
家
庭
で
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
し
て
、
庭
や
近
隣

で
発
生
す
る
せ
ん剪

　て
い定

　し枝
等
を
燃
料
と
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
は
、
燃
焼
に
よ
りCO

2

は
発
生
し
ま
す
が
、
樹
木
は
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
浴
び
て
成
長
す
る
過
程
で
同
量
のCO

2

を
吸
収
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
え
ま
す
。
剪
定
枝
等
を
使
用

し
た
ま
き薪

ス
ト
ー
ブ
は
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

体
が
温
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
燃
え
る
炎
に
心
も
温
ま
り
ま
す
。

地
中
熱
利
用

　
地
中
熱
は
、季
節
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
一
定（
地
下
10
ｍ
で
約
18
℃
）で
あ
り
、

夏
は
冷
熱
源
、
冬
は
温
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

燃
料
電
池
な
ど
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
大
規
模
火
力
発
電
所
で
は

発
電
時
に
捨
て
て
し
ま
う
発
電
時
の
熱
を
、
家
庭
で
給
湯
や
暖
房
に
利
用

す
る
（
＝
経
済
的
価
値
を
付
け
る
）
こ
と
が
で
き
る
高
効
率
な
分
散
型
シ

ス
テ
ム
で
す
。
燃
料
電
池
の
総
合
熱
効
率
（
発
電
＋
熱
利
用
）
は
85
％
と

高
く
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
第
三
講
﹇
１
０
２
号
74
頁
﹈
参
照
）、
大
型
火

力
発
電
所
に
匹
敵
す
る
発
電
効
率
を
達
成
す
る
研
究
開
発
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
の
創
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
貯
め
る
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
蓄
エ

ネ
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
と
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
発
揮
で
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
、
無
駄
な
く

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
蓄
エ
ネ
で
は
、
熱
に
関
し
て
は
燃
料
電
池
や
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
で
で
き
た
お
湯
を
貯
湯
槽
に
溜
め
、
お
風
呂
の
給
湯

な
ど
使
い
た
い
と
き
に
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
太
陽
光
発
電
や
燃
料
電

池
で
創
っ
た
電
気
が
余
っ
た
場
合
は
、家
庭
用
蓄
電
池
や
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
の
電
池
に
貯
め
、

自
動
車
の
動
力
に
す
る
ほ
か
、
雨
天
や
夜
間
の
太
陽
光
発
電
が
で
き
な
い

と
き
な
ど
に
使
い
ま
す
。
蓄
エ
ネ
は
、
停
電
時
の
備
え
、
節
電
・
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
、
充
放
電
時
や

蓄
熱
時
の
ロ
ス
の
低
減
、
寿
命
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
回
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
獲
得
で
き
た
際
に
は
、
近
隣
に
お
す
そ
分

け
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
が
で
き
れ
ば
、
蓄
エ
ネ
の
よ
う
な
ロ
ス
が
発
生

せ
ず
、
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
７
月
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
の
た
め
に
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
を

電
力
会
社
が
決
め
ら
れ
た
価
格
で
長

期
に
買
い
取
る
制
度
で
、
電
力
会
社
が
買
い
取
る
コ
ス
ト
負
担
分
は
電
気

の
利
用
者
全
員
か
ら
ふ
　
か
賦
課
金
と
い
う
形
で
集
め
ら
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、「
太
陽
光
」、「
風
力
」、「
小
水
力
（
３
万
kW

未
満
）」、「
地
熱
」、「
バ
イ
オ
マ
ス
」
の
５
種
類
で
す
（T

able 1

）。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
長
期
に
安
定
的
な
収
入
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
市
民
が
出
資
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
発
電
所
（
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所
）
を
建
設
し
、
地
域
で
創
エ
ネ
ル

創
エ
ネ
に
は

蓄
エ
ネ
と
の

組
み
合
わ
せ
が

必
要

地
域
に
お
け
る

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝

市
民・地
域
共
同

発
電
所
へ
の
参
画

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進

ま
と
め

Chart 1

さまざまな再生可能エネルギーと創エネルギーへの取り組み
一般電気事業者、新電力、

市民・地域共同発電所、個人住宅まで、
さまざまなレベルでエネルギーが生産される。
生活者はそれらを選び、使い、投資することで、

エネルギーの生産・供給にも
参画できる。

原子力発電所

火力発電所

送電ネットワーク

一般電気事業者

新電力

コミュニティ

バイオマス

地熱発電風力発電

太陽光発電

小水力発電 風力発電

太陽光発電

¥

¥
出資

配当

市民・地域共同発電所 市民／生活者

e e e e

e

e

e e e e再生可能電力
再生可能電力

再生可能電力再生可能電力 従来電力 従来電力火力による電力 e

創エネルギー
ハウス

一般ハウス

Chart 2

創エネルギーハウスの機能と設備

Column

持続可能なエネルギー社会構築に向けて 日本環境学会 前会長和田 武

※再生可能電力＝再生可能エネルギーで発電した電力

水力発電所等

火力発電所

　21世紀は、私たち市民や地域主体がエネルギー
を創る時代になるでしょう。今後、普及が期待される
再生可能エネルギーやコージェネレーションなどは、
小規模分散型で多数設置する必要がありますが、
市民や地域主体の取り組みに適しているのです。
　ドイツでは、太陽光発電や風力発電など再生可

能エネルギー発電が飛躍的に伸びていますが、その半分以上が市民
や農民たちを中心に導入されています。デンマークでは総電力の30％
以上を供給する風力発電の約80％が個人あるいは共同の地域住民
所有です。また、コジェネ、バイオマス、太陽熱、地中熱などを活用する
地域暖房システムを自治体や住民たちの地域暖房企業が経営してお

り、人口の60％以上が加入するまで普及させています。両国での最近
の再生可能エネルギーの飛躍的普及は、ＦＩＴなどの実効性ある普及
政策とともに市民・地域主導の普及方法が採られてきた結果です。
　日本でも2012年７月からＦＩＴが施行され、住宅用太陽光発電や市
民・地域共同発電所づくりもいっそう進み始めています。市民・地域共
同発電所は全国各地に少なくとも458も作られています。今後、さらにそ
ういう取り組みを促進する政策を採用し、私たち市民が主体的・積極
的に取り組めば、発電や熱利用での創エネルギーが促進され、環境保
全、経済発展、エネルギー自給率向上、地域社会の活性化等の社会
的好影響をもたらし、持続可能なエネルギー社会の構築が可能になる
はずです。

W
ada Takeshi

ホームエネルギー
マネジメントシステム

操る
蓄電池

電気自動車
余った電気を貯め、
電気使用のピーク時や
雨天時等に使うことで
エネルギー使用の
効率化を図る

燃料電池
都市ガスやLPガス中の
水素と空気中の酸素を
反応させて電気と熱を
創り、その熱を
お湯として貯める装置

貯める

創る・
貯める

エネルギーを創り・貯める機能を、
家庭内のさまざまな設備に振り分け、

効率よい使い方を実現できる
家のイメージ。

太陽光発電
太陽電池を利用して
光エネルギーを
直接電気エネルギーに
変換する発電方式

バイオマス
庭木の剪定枝を
薪にして、薪ストーブの
燃料として利用する

地中熱
地中の温度は
外気温と比較すると
変化が少なく、夏は冷熱源、
冬は温熱源として利用できる

太陽熱利用システム
太陽の光エネルギーを
熱エネルギーに変換し、
温水を作り、
給湯や暖房に使うシステム

薪ストーブ

創る


